
62
・
４
％
に
あ
た
る
約
５
億
４

９
０
０
万
円
の
収
入
済
額
と
な

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

地
方
交
付
税
の
算
定
は
、

内
閣
の
地
方
財
政
計
画
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
、
県
を
通
じ
て
情

報
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
状
況

に
あ
る
。
平
成
19
年
度
に
お
い

て
は
、
改
正
内
容
の
細
部
を
つ

か
み
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

減
収
の
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

●
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

　

特
別
会
計

　

年
間
の
売
上
額
は
９
１
８
億

７
４
８
５
万
円
で
、
前
年
度
比

45
・
５
％
の
増
、
利
用
人
員
も

49
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　

平
成
19
年
度
中
に
、
損
益

分
岐
点
の
売
り
上
げ
を
下
回
る

開
催
日
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

平
成
19
年
度
の
損
益
分
岐

点
で
あ
る
１
億
６
０
３
８
万
円

の
売
り
上
げ
を
下
回
っ
た
日
は
、

１
８
６
日
の
開
催
日
の
う
ち
の

２
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
２
日

と
も
他
場
の
レ
ー
ス
を
発
売
し

て
い
た
た
め
結
果
と
し
て
赤
字

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

●
水
道
事
業
会
計

　

経
営
収
支
の
状
況
は
、
総
収

益
は
６
０
６
８
万
円
の
純
利
益

を
計
上
し
、
当
年
度
未
処
分
利

益
剰
余
金
は
１
億
９
７
１
７
万

円
で
す
。

●
病
院
事
業
会
計

　

経
営
収
支
の
状
況
は
、
５
億

６
４
３
２
万
円
の
純
損
失
を
計

上
し
、
当
年
度
未
処
理
欠
損
金

は
94
億
５
４
２
２
万
円
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

郷
土
に
愛
着
を
持
ち
、
魅
力
あ

る
蒲
郡
の
発
展
を
願
い
応
援
し

よ
う
と
す
る
方
々
か
ら
の
寄
附

を
募
り
、
収
受
し
た
寄
附
金
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
、
ふ
る
さ

と
蒲
郡
応
援
寄
附
金
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

寄
附
者
は
、
①
健
康
・
福
祉

に
関
す
る
事
業
②
教
育
・
文
化

に
関
す
る
事
業
③
産
業
振
興
・

環
境
に
関
す
る
事
業
④
安
全
・

安
心
に
関
す
る
事
業
⑤
そ
の
他

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
資
す
る
事

業
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
事
業
の

財
源
に
充
て
る
か
を
あ
ら
か
じ

め
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
感
を
軽

減
し
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を

支
援
す
る
機
運
を
高
め
る
た
め
、

10
月
１
日
か
ら
八
百
富
町
（
旧

市
民
病
院
院
内
保
育
所
）
に
中

央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
対
象
者
は
、
子

育
て
家
庭
の
保
護
者
と
概
ね
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
で
す
。
開
所

日
時
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
で
す
。

8

条
例
の
制
定

●
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

を
開
設

　
（
第
63
号
議
案
）

●
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
導
入

　
（
第
61
号
議
案
）

■ 意見書 ■ 陳　情

①�学級規模の縮小と次期定数改善計画の実施を求
める意見書

　内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
②国の私学助成の増額と拡充に関する意見書
　内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
③�愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書
　愛知県知事
④�道路整備の促進と財源の確保を求める意見書
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣
　財務大臣、国土交通大臣、経済財政政策担当大臣
⑤深刻な医師不足の解消を求める意見書
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣
　文部科学大臣、厚生労働大臣、愛知県知事

（○内の数字は、意見書案番号。④は賛成多数で、そ
れ以外は全会一致で可決されました。）

○�学級規模の縮小と次期定数改善計画の実施
を求める陳情書

　提出者　　蒲郡市教員組合
　　　　　　執行委員長　小田　高久 氏
　　　　　　ほか378名
　審査結果　採択
○�国の私学助成の拡充に関する意見書の提出
を求める陳情書

　提出者　　山田　眞右 氏
　審査結果　採択
○�愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の
提出を求める陳情書

　提出者　　山田　眞右 氏
　審査結果　採択
○市町村独自の私学助成の拡充を求める陳情書
　提出者　　山田　眞右 氏
　審査結果　聞きおく

年度
会計名 平成 19 年度 平成 18 年度 平成 17 年度

一 般 会 計 0 0 0

特別会計 下水道事業  0 0  3 億 1,200

企業会計
水 道 事 業 0 0 0

病 院 事 業 18 億 6 億 0

合　　　　計 18 億 6 億 3 億 1,200

●�最近 3か年のモーターボート繰出金
単位：万円


